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中が新型で混乱する中、私たち自立生活センター・小平スタッフもコロナ対策  
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塩崎
しおざき

 裕
ひろ

章
き

 

長
ちょう

期
き

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

プログラムを去年
きょねん

に引
ひ

き続
つづ

き、今
こ

年
とし

も 5月
がつ

12日
にち

～7月
がつ

7日
か

までの 間
あいだ

、

スカイプによる、リモートでの 長
ちょう

期
き

I
アイ

L
エル

P
ピー

全
ぜん

9回
かい

開催
かいさい

となりました。 

前回
ぜんかい

同様
どうよう

、講
こう

師
し

3名
めい

ずつで各回
かくかい

担当
たんとう

し、今回
こんかい

も 2名
めい

の受講
じゅこう

がありました。 

自
じ

分
ぶん

は第
だい

2回
かい

・ 障
しょう

がいって何
なに

？と、第
だい

８回
かい

・家
か

族
ぞく

との関係
かんけい

を担当
たんとう

しました。 

今
こん

回
かい

、講
こう

座
ざ

を 行
おこな

うにあたって 情
じょう

報
ほう

保
ほ

障
しょう

ということにも取
と

り組
く

みました。 

講
こう

座
ざ

進行
しんこう

していくにあたり、誰
だれ

が話
はなし

をしているかわかりやすいよう最初
さいしょ

に名乗
なの

る。どん

なテーマで話
はな

すのかテーマごとの最初
さいしょ

に説明
せつめい

など、いつもより 心
こころ

がけて話
はな

すように練
れん

習
しゅう

をしました。 

簡単
かんたん

なようで忘れ
わす

てしまいそうになったり難し
むず

かったです。 

そのほか、内容
ないよう

によって資
し

料
りょう

のある回
かい

もあるので、それを音声
おんせい

化
か

するのに読み
よ

上げ
あ

アプ

リを使
つ

って音声
おんせい

データ化
か

してお渡し
わた

するなどしました。 

最後
さいご

の回
かい

には、リモートで反省
はんせい

会
かい

や、打
う

ち上げ
あ

（座談
ざだん

会
かい

）をしました。 

反省
はんせい

点
てん

はありますが、リモート環境
かんきょう

には慣れ
な

てきたのではないかという感想
かんそう

を持ち
も

まし

た。 

 

 

 

 

 

 

  

長
ちょう

期
き

I
アイ

L
エル

P
ピー

報
ほう

告
こく

 

長
ちょう

期
き

I
アイ

L
エル

P
ピー

最
さい

終
しゅう

日
び

 リモートでの打
う

ち上
あ

げ（座
ざ

談
だん

会
かい

）の様
よう

子
す
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阿
あ

保
ぼ

 弘
こう

平
へい

 

みなさま、こんにちは 

暦
こよみ

の上
うえ

では秋
あき

になりましたが、まだまだ暑
あつ

さの厳
きび

しい日
ひ

々
び

が続
つづ

きますが皆
みな

様
さま

はいかが

お過
す

ごしでしょうか？ 

前
ぜん

回
かい

の通
つう

信
しん

で書
か

かせていただいた鉄
てつ

道
どう

無
む

人
じん

化
か

問
もん

題
だい

 

昨
さく

年
ねん

末
まつ

、鉄
てつ

道
どう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が人
じん

件
けん

費
ひ

削
さく

減
げん

等
など

の理
り

由
ゆう

で無
む

人
じん

の駅
えき

を増
ふ

やそうとする報
ほう

道
どう

があ

りました。無
む

人
じん

駅
えき

になると駅
えき

係
かかり

員
いん

が駅
えき

に常
つね

にいなくなると言
い

うことで、鉄
てつ

道
どう

を利
り

用
よう

する

のに事
じ

前
ぜん

連
れん

絡
らく

が必
ひつ

要
よう

になり、当
とう

日
じつ

に駅
えき

に行っても電
でん

車
しゃ

を利
り

用
よう

できなくなるのではと心
しん

配
ぱい

になりました。 

また、 障
しょう

害
がい

があるから移
い

動
どう

に制
せい

限
げん

がついたりするのではと、当
とう

団
だん

体
たい

の 障
しょう

害
がい

者
しゃ

職
しょく

員
いん

の仲
なか

間
ま

と話
はな

し合
あ

いを持
も

ち、要
よう

望
ぼう

書
しょ

を鉄
てつ

道
どう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に送
そう

付
ふ

しようとなり、要
よう

望
ぼう

書
しょ

を鉄
てつ

道
どう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

に発
はっ

送
そう

させていただきました。 

要
よう

望
ぼう

書
しょ

は前
ぜん

回
かい

の通
つう

信
しん

に乗
の

せていただきましたが、その要
よう

望
ぼう

書
しょ

の返
へん

答
とう

が鉄
てつ

道
どう

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

か

ら来
き

ました。以
い

下
か

に掲
けい

載
さい

するので、ご確
かく

認
にん

ください。 
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阿
あ

保
ぼ

 弘
こう

平
へい

 

みなさん、こんにちは 

今
こん

回
かい

はJIL
ジ ル

主
しゅ

催
さい

の全
ぜん

国
こく

セミナーに参
さん

加
か

させて 頂
いただ

きました。 

例
れい

年
ねん

は仙
せん

台
だい

とかで開
かい

催
さい

されていますが、今
こん

回
かい

は新
しん

型
がた

コロナウィルスの感
かん

染
せん

予
よ

防
ぼう

等
など

の

対
たい

策
さく

でズームにて開
かい

催
さい

されることになりました。 

主
しゅ

催
さい

してくれた方、講
こう

義
ぎ

をしてくれた方、 心
こころ

より感
かん

謝
しゃ

申
もう

し上
あ

げさせていただきます。

ありがとう御
ご

座
ざ

います。 

今
こん

回
かい

のセミナテーマは[JIL
ジ ル

30 周
しゅう

年
ねん

 みんな集
あつ

まれ！過
か

去
こ

・現
げん

在
ざい

・未
み

来
らい

]です。 

さっそくセミナーのはなしで、みんなに知
し

って欲
ほ

しい視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の 情
じょう

報
ほう

保
ほ

障
しょう

 昼
ひる

下
さ

がりの心
しん

眼
がん

？トークと題
だい

して視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

者
しゃ

の 情
じょう

報
ほう

保
ほ

障
しょう

の事
こと

を話
はな

していただきました。 

文
も

字
じ

読
よ

み上
あ

げアプリに何
なに

があるかも 紹
しょう

介
かい

していただき、ふりがながあるとうまく読
よ

めな

いとかありました。 私
わたし

は今
いま

までふりがなをつければいいと思
おも

ってましたが、ふりがながあ

るのと、ないの 2種
しゅ

類
るい

用
よう

意
い

しないといけないんだとあらためて思
おも

いました。 

ピアカウンセラーの主
しゅ

張
ちょう

と言
い

うコマで全
ぜん

国
こく

のピアカウンセラーの方
かた

が思
おも

い思
おも

いの主
しゅ

張
ちょう

したい事
こと

を話
はな

してもらいましたが、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

の人
ひと

の 話
はなし

を聞
き

くと 私
わたし

はすごく小
ちい

さな

価
か

値
ち

観
かん

で今
いま

を生
い

きてるなあと思
おも

いました。 

学
がく

力
りょく

育
いく

成
せい

だけが学
がっ

校
こう

じゃないと言
い

うコマで講
こう

演
えん

者
しゃ

は知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

があって普
ふ

通
つう

校
こう

に通
かよ

っている方
かた

で体
たい

験
けん

談
だん

などの話
はな

しを聞
き

かせていただきました。大
たい

変
へん

勉
べん

強
きょう

になりました。あ

りがとうございました。 

3.11 から 10年
ねん

 福
ふく

島
しま

の現
げん

在
ざい

、過
か

去
こ

、未
み

来
らい

と言
い

うコマでみなさんは 東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の

時
とき

は何
なに

をしていましたか？ 

私
わたし

は当
とう

時
じ

通
かよ

っていた作
さ

業
ぎょう

所
じょ

でお昼
ひる

をコンビニで買
か

って作
さ

業
ぎょう

所
じょ

に戻
もど

る道
みち

で、お店
みせ

の

シャッターがすごい音
おと

で鳴
な

っていたのを覚
おぼ

えています。 

家
いえ

に帰
かえ

ってもマンションのエレベーターが止
と

まっていて、親
おや

と近
ちか

くのラーメン屋
や

に行
い

っ

たのを覚
おぼ

えてます。（エレベーターはすぐ直
なお

ってよかったよ～(;´Д｀)） 

全
ぜん

国
こく

セミナーの事
こと

なのに過
か

去
こ

の 話
はなし

で盛
も

り上
あ

がって申
もう

し訳
わけ

ない＾＾： 

これから 私
わたし

はいろいろな 障 害
しょうがい

の事
こと

を勉
べん

強
きょう

して、大
おお

きい楽
たの

しいおじさんになりたいで

す＾＾（えっ、、、大
おお

きくはならなくていい？違
ちが

いますよｗ太
ふと

るとかじゃなく、気
き

持
も

ち的
てき

に

です） 

最後
さいご

まで読
よ

んでいただきありがとうございました。 

ＪＩＬ
ジ ル

主催
しゅさい

 全国
ぜんこく

セミナー 
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あ ぼ
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平
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みなさん、こんにちは＾＾ 

今
こん

回
かい

川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく

に参加させていただきました。 

今
こん

回
かい

企
き

画
かく

していただいた方
かた

に感
かん

謝
しゃ

させて 頂
いただ

きます。 

ぜひ、このような講
こう

義
ぎ

がありましたら、また受
じゅ

講
こう

させていただきたいと思
おも

います。 

 

皆
みな

さんは鉄
てつ

道
どう

にどのくらい乗
の

ることがありますか？ 

私
わたし

 今
いま

はコロナ禍
か

で鉄
てつ

道
どう

にあまり乗
の

ることがありませんが、前
まえ

は 週
しゅう

に何
なん

回
かい

か使
つか

って

いました。 

講
こう

義
ぎ

では講
こう

師
し

が経
けい

験
けん

した 話
はなし

をもとに、鉄
てつ

道
どう

利
り

用
よう

の問
もん

題
だい

 駅
えき

の無
む

人
じん

化
か

問
もん

題
だい

さまざまに

話
はな

していただきました。 

駅
えき

係
かかり

員
いん

が 障
しょう

がい者
しゃ

ではなく、介
かい

助
じょ

者
しゃ

に話
はな

してしまうことや、駅
えき

のホームで線
せん

路
ろ

に転
てん

落
らく

した事
じ

故
こ

もあって、ホームドアの設
せっ

置
ち

も 急
きゅう

務
む

になってきたりもしています。 

新
しん

幹
かん

線
せん

の窓
まど

の高
たか

さは電
でん

動
どう

車
くるま

椅
い

子
す

だと外
そと

の景色
けしき

が高
たか

さ的
てき

に見
み

にくくて、景
け

色
しき

が楽
たの

しめ

ないなどもあります。 

現
げん

状
じょう

電
でん

動
どう

車
くるま

いすは 100 キロ超
こ

すことが日
に

本
ほん

でおおくなっていますが、交
こう

通
つう

機
き

関
かん

のバ

リアフリー設
せつ

備
び

(駅
えき

のエスカル等
など

)最
さい

大
だい

積
せき

載
さい

量
りょう

を超
こ

すことがある。日
に

本
ほん

は実
じつ

情
じょう

と合
あ

わな

くなっている事
こと

もある。 

みなさんはユニバーサルタクシーに乗
の

ったことはあるでしょうか？ 

ユニバーサルタクシーが 電 動 車
でんどうくるま

いすのおもさにたえれなく、スロープが壊
こわ

れたこともあ

る。 

今回
こんかい

の講義
こうぎ

は大変
たいへん

わかりやすく 勉 強
べんきょう

になりました。 

イメージで 難
むずか

しいと思
おも

わず、参
さん

加
か

することに意
い

味
み

があると 私
わたし

は思
おも

いました。 

  

川
かわ

内
うち

アクセス 塾
じゅく
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澤
さわ

田
だ

 佳
けい

士
と

 

こんにちは。 

セクシャルマイノリティプロジェクトチームの澤
さわ

田
だ

です。 

昨
さっ

今
こん

、テレビやインターネットでも L
エル

G
ジー

B
ビー

T
ティー

Q
キュー

という言葉
ことば

をよく耳
みみ

にするようにな

ってはきましたが、まだまだ当
とう

事
じ

者
しゃ

からすると理
り

解
かい

が浅
あさ

いのが現
げん

状
じょう

だと思
おも

います。 

私
わたし

たちも活 動
かつどう

の中
なか

で色々
いろいろ

と勉
べん

強
きょう

してはきましたが、まだまだ至
いた

らないことの方
ほう

が多
おお

いと感
かん

じています。そんな中
なか

、同
おな

じマイノリティを支
ささ

える団
だん

体
たい

として、なにかできること

はないかと 考
かんが

え、まずは発
はっ

信
しん

して知
し

ってもらうことから始め
は じ

ようということで、通
つう

信
しん

に

連載
れんさい

をすることになりました。 

 

「レインボープロジェクト」というタイトル

は、 L G B T
エルジービーティー

コミュニティの多
た

様
よう

性
せい

を 表
あらわ

し

ているレインボーフラッグという、レズビア

ン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダ

ー( L
エル

G
ジー

B
ビー

T
ティー

) の尊厳
そんげん

と L
エル

G
ジー

B
ビー

T
ティー

の社
しゃ

会
かい

運
うん

動
どう

を 象
しょう

徴
ちょう

する旗
はた

から取
と

らせていただきまし

た。 

ここでは L
エル

G
ジー

B
ビー

T
ティー

Q
キュー

を題
だい

材
ざい

にした様々
さまざま

な

作
さく

品
ひん

を 紹
しょう

介
かい

していきたいと 考
かんが

えています。 

今
こん

回
かい

はマンガです！ マンガは読
よ

みやすいの

で、僕
ぼく

も好
す

きでよく読
よ

みます！ 

「ボーイズ・ラン・ザ・ライオット」 

トランスジェンダーの高
こう

校
こう

生
せい

を主
しゅ

人
じん

公
こう

とし

た青
せい

春
しゅん

物
もの

語
がたり

となっています。全
ぜん

4巻
かん

で最
さい

近
きん

までヤングマガジンで連
れん

載
さい

をしていて、年
とし

明
あ

け

に最
さい

終
しゅう

回
かい

を迎
むか

えました。 

身体
からだ

は女
じょ

性
せい

、 心
こころ

は男
だん

性
せい

。自
じ

分
ぶん

の性
せい

別
べつ

に悩
なや

む高校生
こうこうせい

の 凌
りょう

(主
しゅ

人
じん

公
こう

)。２年
ねん

生
せい

になり、

スカートを 強
きょう

制
せい

されることに嫌
いや

気
け

がさしていた頃
ころ

、クラスに派
は

手
で

な恰
かっ

好
こう

をした 留
りゅう

年
ねん

生
せい

・迅
じん

が 現
あらわ

れる。 



1977 年 12 月 3 日 第 3 種郵便認可 毎月 18 回(1,2,3,5,6,7 の日)発行 2021 年 10 月 2 日発行 SSKP 通巻第 7746 号 

8 

ヒゲを生
は

やし、ピアスを空
あ

け、長
なが

い髪
かみ

を一
ひと

つにまとめ、自
じ

由
ゆう

奔
ほん

放
ぽう

に生
い

きる 姿
すがた

は、自
じ

分
ぶん

とは真
ま

逆
ぎゃく

そのものと思
おも

ってしまった 凌
りょう

(主
しゅ

人
じん

公
こう

)。 

翌
よく

日
じつ

、 凌
りょう

(主
しゅ

人
じん

公
こう

)のもとにやってきた迅
じん

はこう言
い

うのだった。「俺
おれ

と一
いっ

緒
しょ

にブランド

やんね！？」。そして名
な

もなき 少
しょう

年
ねん

たちによる、革
かく

命
めい

を起
お

こす服
ふく

づくりが始
はじ

まる。という

ようなあらすじです。主
しゅ

人
じん

公
こう

の悩
なや

みや葛
かっ

藤
とう

も描
えが

かれていますが、それが 中
ちゅう

心
しん

というだけ

ではなく、ファッションブランドを立
た

ち上
あ

げて有
ゆう

名
めい

になるという目
もく

標
ひょう

も描
えが

かれており、

The
ざ

青
せい

春
しゅん

‼️という感
かん

じで読
よみ

みやすく面
おも

白
しろ

い作
さく

品
ひん

でした。 

作
さく

者
しゃ

の学慶人（がく・けいと）さん自
じ

身
しん

もトランスジェンダーであるということで、自
じ

身
しん

の感
かん

性
せい

も作
さく

品
ひん

で 表
ひょう

現
げん

されています。 

僕
ぼく

も佳士(けいと)という名
な

前
まえ

なので、親
しん

近
きん

感
かん

がわいてしまいましたね。 笑
わらい

 

 

興
きょう

味
み

のある方
かた

、事
じ

務
む

所
しょ

の本
ほん

棚
だな

に置
お

いてあるので、読
よ

んでみてください！ 
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しょう

 

 

こんにちは。今回
こんかい

から、わたしと 障
しょう

が

いを書きます。新
あら

井
い

ひかりです。よろしく

お願
ねが

いします。 

 簡単
かんたん

に自己
じ こ

紹 介
しょうかい

をします。 出
しゅっ

身
しん

は、

新
にい

潟
がた

県
けん

長
なが

岡
おか

市
し

です。花
はな

火
び

大
たい

会
かい

が有名
ゆうめい

な

ところです。こちらで 働
はたら

いて勤務
きんむ

年数
ねんすう

は

5年目
ねんめ

になります。趣味
しゅみ

はyoutube
ユーチューブ

で 嵐
あらし

の

音楽
おんがく

を聴
き

くことです。 

 

今回
こんかい

は、産
う

まれた時
とき

から 小 学 校
しょうがっこう

入 学 前
にゅうがくまえ

までのことを書
か

きます。 

私
わたし

は 1000 グラム未
み

満
まん

の未
み

熟
じゅく

児
じ

で産
う

まれました。産
う

まれてからすぐ N I C U
エヌアイシーユー

（新生児
しんせいじ

集 中
しゅうちゅう

治療室
ちりょうしつ

）で保
ほ

育
いく

器
き

に入
はい

っ

て、半年間
はんとしかん

酸
さん

素
そ

吸
きゅう

入
にゅう

をしてたくさんの

カテーテルに繋
つな

がれた 状 態
じょうたい

で過
す

ごしまし

た。退院後
たいいんご

も酸
さん

素
そ

吸
きゅう

入
にゅう

は続
つづ

きましたが、足
あし

が動
うご

かなかったこと以
い

外
がい

は元
げん

気
き

に過
す

ごせた

そうです。 

1歳
さい

児
じ

健
けん

診
しん

でも足
あし

が動
うご

かない 状 態
じょうたい

が続
つづ

きました。そこで脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

と診断
しんだん

されました。

新潟市
にいがたし

にある 療 育
りょういく

センターに母子
ぼ し

入 所
にゅうしょ

でリハビリを開始
かいし

することになりました。先生
せんせい

に、「体
たい

幹
かん

機能
きのう

（ 体
からだ

を使
つか

う時
とき

に全身
ぜんしん

に関
かか

わる筋肉
きんにく

）が弱
よわ

いし、つま先
さき

立
だ

ちなので立
た

てる

可
か

能
のう

性
せい

は低
ひく

い。」と言
い

われました。家
か

族
ぞく

はショックを受
う

けました。けれども、 P T
ピーティー

（理
り

学
がく

療
りょう

法
ほう

）や O T
オーティー

（作
さ

業
ぎょう

療
りょう

法
ほう

）の先生
せんせい

のリハビリのおかげで、体
たい

幹
かん

機
き

能
のう

が弱
よわ

っていて

も寝
ね

返
がえ

りが自
じ

力
りき

でうてるようになりました。 P T
ピーティー

の先生
せんせい

が、「寝
ね

返
がえ

りが自
じ

力
りき

でうてるよう

になったから、もしかしたら立
た

てるかも。」と言
い

ってくれたそうです。 私
わたし

はリハビリが 正
しょう

直
じき

言
い

って嫌
きら

いでした。なぜなら、脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

で凝
こ

り固
かた

まっている筋肉
きんにく

をほぐされて柔
やわ

らかく

されるのはとても強
つよ

い痛
いた

みを感
かん

じるからです。リハビリに付
つ

き添
そ

ってくれた母
はは

から、「よく

泣
な

いていてかわいそうだと思
おも

った。」と聞
き

きました。 

 
新
あら

井
い

 ひかり 

NICU
エヌアイシーユー

（新生児
しんせいじ

集 中
しゅうちゅう

治療室
ちりょうしつ

） 

退院後
たいいんご

の記念
きねん

撮影
さつえい
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2歳
さい

の時
とき

に 療 育
りょういく

センターでのリハビリと同
どう

時
じ

進
しん

行
こう

で児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

センターに通所
つうしょ

し

ました。そこでは、保
ほ

育
いく

園
えん

のような活動
かつどう

やリハビリをしました。その当
とう

時
じ

両
りょう

足
あし

に装
そう

具
ぐ

を

つけて歩
ある

く練
れん

習
しゅう

をしたのを覚
おぼ

えています。初
はじ

めてつけた装
そう

具
ぐ

はとても重
おも

たかったです。

その時
とき

に、母
はは

が体
たい

調
ちょう

を崩
くず

して大
だい

学
がく

病
びょう

院
いん

の精
せい

神
しん

科
か

に 2ヶ
か

月
げつ

半
はん

入
にゅう

院
いん

していました。 

児
じ

童
どう

発
はっ

達
たつ

支
し

援
えん

センターを卒
そつ

園
えん

後、4歳
さい

の時
とき

に 障
しょう

害
がい

児
じ

を受
う

け入
い

れてくれる保
ほ

育
いく

園
えん

に 入
にゅう

園
えん

しました。 障
しょう

害
がい

のない子
こ

供
ども

と一
いっ

緒
しょ

のクラスで、介
かい

助
じょ

員
いん

の先生
せんせい

が付
つ

き添
そ

ってくれまし

た。全
ぜん

介
かい

助
じょ

の 状 態
じょうたい

だったのですが、介
かい

助
じょ

されることにとても「抵
てい

抗
こう

」を感
かん

じていまし

た。遠
えん

足
そく

の時
とき

には、歩
ある

くことができず先
せん

生
せい

に抱
だ

っこされて散
さん

策
さく

しました。「 皆
みんな

は歩
ある

ける

のに、なんで 私
わたし

だけ歩
ある

けないのかな？」と、そればかり 考
かんが

えてしまい遠足
えんそく

を楽
たの

しめませ

んでした。 

 

5歳
さい

の時
とき

に風邪
か ぜ

をこじらせてしまい、肺
はい

炎
えん

の治
ち

療
りょう

で 入
にゅう

院
いん

することになりました。治
ち

療
りょう

が辛
つら

かったし、一人
ひとり

っ子
こ

だったので 入 院
にゅういん

がとても寂
さび

しかったです。 

肺
はい

炎
えん

の治
ち

療
りょう

を終
お

えて、退
たい

院
いん

して家
いえ

に戻
もど

ってきた

数
すう

日
じつ

後
ご

、 両
りょう

親
しん

が喧
けん

嘩
か

していました。内
ない

容
よう

は覚
おぼ

え

ていませんが、大
おお

喧
げん

嘩
か

だったことははっきりと覚
おぼ

え

ています。 両
りょう

親
しん

の喧
けん

嘩
か

の後、 私
わたし

は新
にい

潟
がた

市
し

にある

祖
そ

父
ふ

母
ぼ

の実
じっ

家
か

で母
はは

と生
せい

活
かつ

することになりました。そ

の頃
ころ

は 新 緑
しんりょく

の 5月
がつ

でした。 暫
しばら

く父
ちち

と会
あ

えなくな

るとはこの時
とき

まだ知
し

りませんでした。 

 

新
にい

潟
がた

市
し

に引
ひ

っ越
こ

してから新
しん

生
せい

活
かつ

が始
はじ

まりまし

た。 小
しょう

学
がっ

校
こう

を決
き

めるのに、母
はは

が 教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

を受
う

け

たり、通
つう

学
がく

する 小
しょう

学
がっ

校
こう

を見
けん

学
がく

に行
い

ったりしてくれ

ました。２、3校
こう

見学
けんがく

して、実
じっ

家
か

に一
いち

番
ばん

近
ちか

い 小
しょう

学
がっ

校
こう

の特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

に 入
にゅう

学
がく

することになりまし

た。     

 

（続
つづ

く） 

  

公園
こうえん

のブランコに 

乗
の

っているところ 
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歩
あ る

いてきた道
み ち

    

これから行
い

く道
み ち

    
 
 

性
せい

格
かく

や気
き

持
も

ち、感
かん

じ方
かた

の、困
こま

った部
ぶ

分
ぶん

というのは、誰
だれ

にでもあると思
おも

います。 私
わたし

の場
ば

合
あい

、その中
なか

でも特
とく

に最
さい

近
きん

やっかいに感
かん

じているのが、やらなくてはいけないことがいくつ

も同
どう

時
じ

に目
め

の前
まえ

に 現
あらわ

れると、混
こん

乱
らん

して慌
あわ

ててしまうこと、です。何
なに

からやればいいか

順
じゅん

番
ばん

がわからなくなり、実
じっ

際
さい

以
い

上
じょう

に大
たい

変
へん

に感
かん

じてお手
て

上
あ

げになってしまう。「どうしよ

う…」とつい声
こえ

に出
で

てしまうほどです。 

 

そんな時
とき

思
おも

い出
だ

すことばがあります。それは「ひとつずつやろう」です。 

これは、 私
わたし

の子
こ

供
ども

が所
しょ

属
ぞく

していたスポーツチームで、ある時
とき

チームメイトのお母
かあ

さん

からかけられた言葉
ことば

です。当時
とうじ

私
わたし

は、保護者
ほ ご し ゃ

の取
と

りまとめをしていて、試合
しあい

や 練 習
れんしゅう

のお

手伝
てつだ

い、 車
くるま

だし、その他
た

もろもろの 調 整
ちょうせい

をしていました。やらなくてはいけないことが

次々
つぎつぎ

起
お

きて、いつものごとく「どうしよう」と情
なさ

けなくつぶやいた時
とき

に、そう声
こえ

をかけら

れました。そうか、一
ひと

つずつ、落
お

ち着
つ

いてやればいいんだ！そう思
おも

えたのを今
いま

でも覚
おぼ

えて

います。 

そして今
いま

も、そんな場面
ばめん

ではこの言葉
ことば

を思
おも

い出
だ

して、なるべく気持
き も

ちを落
お

ち着
つ

けるように

しています。ピンチの時
とき

に、 私
わたし

に 力
ちから

を貸
か

してくれる言葉
ことば

です。 

 

自分
じぶん

というのは、なかなか変
か

えるのが 難
むずか

しいものだと思
おも

ってきました。今
いま

は、変
か

えよう

とするのではなく、まわりの人
ひと

に助
たす

けてもらいながら、向
む

き合
あ

いにくい自分
じぶん

の性格
せいかく

とうま

く付
つ

き合
あ

っていけばいいのかな、と思
おも

うようになりました。どうすればいいかわかない時
とき

は、周
まわ

りの人
ひと

に見
み

つけてもらい、教
おし

えてもらえばいいのだと。「あなたは今
いま

こうなっている

よ」と言
い

ってくれる人
ひと

と、それを受
う

け止
と

められる自分
じぶん

とを、大事
だいじ

に守
まも

りながら。そんな風
ふう

に、これからも生
い

きていきたいなと思
おも

っています。家族
かぞく

、ともだち、仲間
なかま

。 私
わたし

とかかわり

を持
も

ってくれる、まわりのみんなに、こころから感謝
かんしゃ

しています。 

 

 

岡
おか

村
むら

 千
ち

重
え

子
こ
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『

泉
い
ず
み

の
風ふ

う

化か

』 

タ
ナ
ベ 

ア
ヤ
ト 

 

汗あ
せ

を
拭ぬ

ぐ

お
う
と
す
る
仕し

草ぐ
さ

と
、
ほ
ぼ
同ど

う

時じ

に

頭
あ
た
ま

の
中な

か

に
鈴す

ず

に
触ふ

れ
た
よ
う
な
声こ

え

が

し
た
。 

『
こ
っ
ち
で
す…

こ
っ
ち
。』 

咄と
っ

嗟さ

に

周
し
ゅ
う

囲い

を
見み

渡わ
た

し
た
。
人ひ

と

影か
げ

ら
し
き

姿
す
が
た

は
視し

界か
い

か
ら
隠か

く

れ
て
い
る
。 

砂さ

漠ば
く

に
し
か
な
い
と
思お

も

っ
て
い
た

泉
い
ず
み

を
探さ

が

し
に
旅た

び

に
出で

て
、
も
う
す
ぐ
一い

ち

年ね
ん

が
経た

と

う
と
し
て
い
る
。 

よ
く
よ
く

考
か
ん
が

え
た
ら
砂さ

漠ば
く

に
あ
る
大お

お

き
な
水み

ず

溜た
ま

り
は
オ
ア
シ
ス
で
、

私
わ
た
し

が
探
し
て

い
る
の
は

泉
い
ず
み

だ
。 

私
わ
た
し

に
は
割わ

り

と
よ
く
あ
る
勘か

ん

違ち
が

い
の
ひ
と
つ
な
の
で
、
気き

に
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
前ま

え

へ
前ま

え

へ
進す

す

ん
で
い
た
ら
、
こ
の
砂さ

漠ば
く

ら
し
き
場ば

所し
ょ

に
辿た

ど

り
着つ

い
て
し
ま
っ
た
。 

『
だ
か
ら…

こ
っ
ち
で
す
っ
て
ば
。
』 

『
え
？
』 

周
し
ゅ
う

囲い

を
見み

渡わ
た

す
の
は
や
め
た
。
無む

意い

味み

だ
と
本ほ

ん

能の
う

的て
き

に
感か

ん

じ
た
。 

『
そ
の

考
か
ん
が

え
は
正た

だ

し
い
と
思お

も

い
ま
す
。
だ
っ
て
僕ぼ

く

に
身
体

か
ら
だ

は
な
い
か
ら
。』 

こ
の
声こ

え

に

従
し
た
が

っ
た
よ
う
に
、
私
の
身
体

か
ら
だ

は
前ぜ

ん

進し
ん

す
る
の
を
や
め
た
。 

『
も
う
少す

こ

し
だ
け
、
歩あ

る

い
て
き
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場ば

所し
ょ

だ
と
僕ぼ

く

を
目も

く

視し

す
る
こ
と
が 

で
き
ま
せ
ん
の
で
ね
。』 

私
わ
た
し

は
前ぜ

ん

進し
ん

を
始は

じ

め
た
。 

足あ
し

元も
と

に
は
、
砂す

な

時ど

計け
い

の
砂す

な

で
も
敷し

き
詰つ

め
た
か
の
よ
う
な
単た

ん

色
し
ょ
く

の
足あ

し

場ば

が
あ
る
。 

辺あ
た

り
を
見み

回ま
わ

し
て
も
、
建た

て

物も
の

ひ
と
つ
な
い
。
当あ

た
り
前ま

え

と
い
え
ば
当あ

た
り
前ま

え

な
の
か
も

し
れ
な
い 

が
、

私
わ
た
し

は
今い

ま

の
環か

ん

境
き
ょ
う

に
違い

和わ

感か
ん

が
あ
っ
た
。 

目め

を
細ほ

そ

め
て
、
や
っ
と
不ふ

自し

然ぜ
ん

な
色い

ろ

を
し
た
場ば

所し
ょ

が
見み

え
る
。 

何な
に

色い
ろ

な
ん
だ
ろ
う…

と
思お

も

い
な
が
ら
サ
ク
サ
ク
と
い
う
足

音

あ
し
お
と

に
引ひ

き
ず
ら
れ
て
い
る

と
、
声こ

え

が
消き

え
た
。 

何な
ん

だ
ろ
う…

こ
の
全ぜ

ん

身し
ん

の
鳥と

り

肌は
だ

が
目め

を
覚さ

ま
す
よ
う
な
寒さ

む

気け

と
も
言い

え
な
い
不ふ

快か
い

感か
ん

は…

と

考
か
ん
が

え
て
い
る
と
、 
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あ
る
場ば

所し
ょ

に
辿た

ど

り
着つ

い
て
し
ま
っ
た
。 

こ
こ
が
不ふ

自し

然ぜ
ん

な
色い

ろ

を
し
た
、
あ
の
場ば

所し
ょ

な
の
か
は
分わ

か
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
こ
が

私
わ
た
し

の
探さ

が

し
て
い
た

泉
い
ず
み

な
の
だ
ろ
う
と
何な

故ぜ

か
納な

っ

得と
く

し
て
い
る
自じ

分ぶ
ん

が
い
た
。 

足あ
し

元も
と

が
透と

う

明め
い

で
地ち

球
き
ゅ
う

の
裏う

ら

側が
わ

ま
で
見み

え
て
し
ま
い
そ
う
な
透す

き
通と

お

っ
た
青あ

お

が
足あ

し

場ば

と
認に

ん

識し
き

で
き
る
ま
で
、
少す

こ

し
時じ

間か
ん

が
か
か
っ
た
が
、
声こ

え

が
消き

え
た
原げ

ん

因い
ん

が
足あ

し

元も
と

の
違い

和わ

感か
ん

を
消け

し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
思お

も

い
、

私
わ
た
し

は
そ
の
場ば

で
胡
座

あ
ぐ
ら

を
か
い
た
。 

自じ

分ぶ
ん

の
股こ

間か
ん

を
見み

る
よ
う
に
真ま

下し
た

を
向む

き
な
が
ら
大お

お

き
く
息い

き

を
吐は

い
た
。 

『
よ
か
っ
た
。
ほ
ら
、
こ
れ
で
僕ぼ

く

の

姿
す
が
た

が
よ
く
見み

え
る
ね
。』 

ア
イ
ツ
の
声こ

え

だ
と
分わ

か
っ
た
。

私
わ
た
し

は
少す

こ

し
動ど

う

揺よ
う

し
な
が
ら
声こ

え

の

正
し
ょ
う

体た
い

を
見み

た
。

正せ
い

確か
く

に
言い

う
と
、
見み

よ
う
と
し
た
。 

『
笑わ

ら

っ
ち
ゃ
う
よ
ね…

僕ぼ
く

は

喋
し
ゃ
べ

れ
る
の
に
、

私
わ
た
し

は
見み

え
な
い
聞き

こ
え
な
い

喋
し
ゃ
べ

れ
な

い
ん
だ
か
ら
さ
。』 

理り

解か
い

が
で
き
な
か
っ
た…

。 

『
僕ぼ

く

は
、
ち
ゃ
ん
と

私
わ
た
し

の
こ
と
を
見み

守ま
も

っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
本ほ

ん

当と
う

だ
よ
？
だ
っ
て…

僕ぼ
く

の
こ
と
を

考
か
ん
が

え
て
く
れ
て
い
る
と
き
は
、
ち
ゃ
ん
と
不ふ

自じ

由ゆ
う

の
な
い
生せ

い

活か
つ

を
送お

く

れ

て
い
た
で
し
ょ
う
？
人に

ん

間げ
ん

っ
て
不ふ

思し

議ぎ

だ
よ
ね…

自じ

分ぶ
ん

の
気き

持も

ち
を
満み

た
し
て
か
ら
じ
ゃ

な
い
と
、
誰だ

れ

か
を

幸
し
あ
わ

せ
に
は
絶ぜ

っ

対た
い

に
で
き
な
い
ん
だ
っ
て
さ
。
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
、

少す
こ

し
ず
つ
満み

た
さ
れ
た
自じ

分ぶ
ん

か
ら
溢あ

ふ

れ
た
分ぶ

ん

の
気き

持も

ち
だ
け
が
、
初は

じ

め
て
相あ

い

手て

に
届と

ど

け
ら
れ
る
ん
だ
っ
て
。
面お

も

白し
ろ

い
で
し
ょ
？
』 

私
わ
た
し

は
口こ

う

角か
く

を
上あ

げ
て
仕し

方か
た

な
さ
そ
う
に
笑え

顔が
お

を
こ
ぼ
し
た
。 

『
ち
な
み
に
な
ん
だ
け
ど
さ
、
探さ

が

し
物も

の

は
ま
だ
見み

つ
か
ら
な
い
よ
。
胡
座

あ
ぐ
ら

を
か
い
て
な
い

で
、 

水す
い

分ぶ
ん

補ほ

給
き
ゅ
う

を
し
っ
か
り
と
し
て
な
い
と
一い

っ

生
し
ょ
う

見み

つ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
ね
。』 

泉
い
ず
み

を
探さ

が

す
こ
と
が
、
そ
も
そ
も

私
わ
た
し

の
勘か

ん

違ち
が

い
だ
と
気き

が
つ
い
た
と
き
、

涙
な
み
だ

が
あ
ふ

れ
た
。 

こ
の

私
わ
た
し

の

涙
な
み
だ

が
明
日

あ
し
た

へ
の
通と

お

り
雨あ

め

に
な
る
と
僕ぼ

く

が
教お

し

え
て
く
れ
た
気き

が
し
た
。 
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《 活
か つ

 動
ど う

 報
ほ う

 告
こ く

 》 

2020年
ねん

 10 月
がつ

 
 

1 日
たち

 ( 木
もく

 ) 長
ちょう

期
き

I
アイ

L
エル

P
ピー

⑨ 

6 日
か

 ( 火
か

 ) 
組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ G
ジー

M
エム

会
かい

議
ぎ

／バリアフリーリ

ーダー養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

（山
やま

嵜
ざき

） 

7 日
か

 ( 水
すい

 ) 小
こ

平
だいら

市
し

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

個
こ

別
べつ

打
う

ち合
あ

わせ（瀧
たき

澤
ざわ

） 

8 日
か

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
アイ

L
エル

P
ピー

会議／コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

 

9 日
か

 ( 金
きん

 ) 研
けん

修
しゅう

会
かい

議
ぎ

 

12 日
にち

 ( 月
げつ

 ) ピアカン委
い

員
いん

会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

）、個
こ

別
べつ

ピアカン（塩
しお

崎
ざき

） 

13 日
にち

 ( 火
か

 ) 
組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ G
ジー

M
エム

会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

15 日
にち

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I

アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／ D
ディー

P
ピー

I
アイ

日
に

本
ほん

会
かい

議
ぎ

バリアフ

リー部
ぶ

会
かい

勉
べん

強
きょう

会
かい

（山
やま

嵜
ざき

） 

20 日
か

 ( 火
か

 ) 
組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ G
ジー

M
エム

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

21 日
にち

 ( 水
すい

 ) ピアカン I
アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

 

23 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

26 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 
組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

全
ぜん

体
たい

会
かい

・地
ち

域
いき

部
ぶ

会
かい

(瀧
たき

澤
ざわ

) 

27 日
にち

 ( 火
か

 ) 
チームリーダー会

かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／GM会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

） 

28 日
にち

 ( 水
すい

 ) 小
こ

平
だいら

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

団
だん

体
たい

連
れん

絡
らく

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

29 日
にち

 ( 木
もく

 ) 

ピアカン I
アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／利
り

用
よう

者
しゃ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

）／個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（大
おお

渕
ぶち

）／バリアフリーリーダー養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

（山
やま

嵜
ざき

）／ 長
ちょう

期
き

I
アイ

L
エル

P
ピー

補
ほ

講
こう

（瀧
たき

澤
ざわ

、塩
しお

崎
ざき

） 



1977 年 12 月 3 日 第 3 種郵便認可 毎月 18 回(1,2,3,5,6,7 の日)発行 2021 年 10 月 2 日発行 SSKP 通巻第 7746 号 

15 

30 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

）／コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

 

2020年
ねん

 11 月
がつ

 
 

2 日
か

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

相
そう

談
だん

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

3 日
か

 ( 火
か

 ) 
組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／バリアフリーリーダー養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

打
う

ち合
あ

わせ（山
やま

嵜
ざき

） 

5 日
か

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I

アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（淺
あさ

川
かわ

、大
おお

渕
ぶち

）／リーダー養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

（山 嵜
やまざき

） 

6 日
か

 ( 金
きん

 ) 個
こ

別
べつ

相
そう

談
だん

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

9 日
か

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

ピアカン（瀧
たき

澤
ざわ

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

10 日
か

 ( 火
か

 ) 
個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（淺
あさ

川
かわ

）／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ G
ジー

M
エム

会
かい

議
ぎ

／バリアフリーリー

ダー養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

打
う

ち合
あ

わせ（山
やま

嵜
ざき

）／勉
べん

強
きょう

会
かい

（大
おお

渕
ぶち

、阿
あ

保
ぼ

、新
あら

井
い

ひ） 

11 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

相
そう

談
だん

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

12 日
にち

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I

アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（淺
あさ

川
かわ

、大
おお

渕
ぶち

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

13 日
にち

 ( 金
きん

 ) コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／研
けん

修
しゅう

打
う

ち合
あ

わせ（瀧
たき

澤
ざわ

） 

16 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 東
とう

京
きょう

ジョブコーチ支
し

援
えん

センター訪
ほう

問
もん

（瀧
たき

澤
ざわ

） 

17 日
にち

 ( 火
か

 ) 
組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／ぴありす会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ G
ジー

M
エム

会
かい

議
ぎ

／

長
ちょう

期
き

I
アイ

L
エル

P
ピー

補
ほ

講
こう

（大
おお

渕
ぶち

、新
あら

井
い

ひ、塩
しお

崎
ざき

） 

18 日
にち

 ( 水
すい

 ) 全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

介
かい

助
じょ

サービス委
い

員
いん

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

） 

19 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（淺
あさ

川
かわ

、大
おお

渕
ぶち

）／相
そう

談
だん

（竹
たけ

島
しま

） 

20 日
か

 ( 金
きん

 ) 研
けん

修
しゅう

打
う

ち合
あ

わせ（瀧
たき

澤
ざわ

） 

23 日
にち

 ( 月
げつ

 ) コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

 

24 日
にち

 ( 火
か

 ) マネージャー会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（瀧
たき

澤
ざわ

、澤
さわ

田
だ

） 

26 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／通
つう

信
しん

会
かい

議
ぎ

（阿
あ

保
ぼ

、新
あら

井
い

ひ） 

27 日
にち

 ( 金
きん

 ) コロナ P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

 

30 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 個
こ

別
べつ

ピアカン打
う

ち合
あ

わせ（瀧
たき

澤
ざわ

、塩
しお

崎
ざき

） 
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2020年
ねん

 12 月
がつ

 
 

1 日
たち

 ( 火
か

 ) 
ぴありす会

かい

議
ぎ

／組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（澤
さわ

田
だ

） 

2 日
か

 ( 水
すい

 ) 小
こ

平
だいら

担
たん

当
とう

打
う

ち合
あ

わせ（瀧
たき

澤
ざわ

） 

3 日
か

 ( 木
もく

 ) ピアカン I
アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（淺
あさ

川
かわ

、大
おお

渕
ぶち

） 

6 日
か

 ( 日
にち

 ) 曙
しょ

光
こう

園
えん

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

（竹 島
たけしま

） 

7 日
か

 ( 月
げつ

 ) 
組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／ぴありす会
かい

議
ぎ

／研
けん

修
しゅう

打
う

ち合
あ

わせ（瀧
たき

澤
ざわ

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

8 日
か

 ( 火
か

 ) 
チームリーダー会

かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ G
ジー

M
エム

会
かい

議
ぎ

／ 中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

) 

10 日
か

 ( 木
もく

 ) 

ピアカン I
アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（淺
あさ

川
かわ

、大
おお

渕
ぶち

）／全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

セ

ンター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

介
かい

助
じょ

サービス委
い

員
いん

会
かい

（淺
あさ

川
かわ

）／カンファレンス（竹
たけ

島
しま

）

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

11 日
にち

 ( 金
きん

 ) 
コロナ P T

プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／広
こう

域
いき

自
じ

薦
せん

ヘルパー登
とう

録
ろく

保
ほ

障
しょう

協
きょう

会
かい

研
けん

修
しゅう

（竹
たけ

島
しま

）／研
けん

修
しゅう

会
かい

議
ぎ

（塩
しお

崎
ざき

） 

13 日
にち

 ( 日
にち

 ) 全
ぜん

国
こく

脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

者
しゃ

連
れん

合
ごう

会
かい

定
てい

例
れい

会
かい

(淺
あさ

川
かわ

） 

14 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 

全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

セミナー／カンファレンス（淺
あさ

川
かわ

）／小
こ

平
だいら

市
し

地
ち

域
いき

自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

セミナー（瀧
たき

澤
ざわ

）／個
こ

別
べつ

ピアカン（澤
さわ

田
だ

、

塩
しお

崎
ざき

） 

15 日
にち

 ( 火
か

 ) 全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

セミナー／マネージャー会
かい

議
ぎ

 

16 日
にち

 ( 水
すい

 ) 全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

セミナー 

17 日
にち

 ( 木
もく

 ) 
ピアカン I

アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（淺
あさ

川
かわ

、大
おお

渕
ぶち

）／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

18 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

、澤
さわ

田
だ

） 
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22 日
にち

 ( 火
か

 ) 

組
そ

織
しき

改
かい

正
せい

P T
プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／マネージャー会
かい

議
ぎ

／ G
ジー

M
エム

会
かい

議
ぎ

／ぴありす会
かい

議
ぎ

／

中
ちゅう

堅
けん

の会
かい

会
かい

議
ぎ

（大
おお

渕
ぶち

、瀧
たき

澤
ざわ

、阿
あ

保
ぼ

、澤
さわ

田
だ

）／バリアフリーリーダー養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

打
う

ち合
あ

わせ（山
やま

嵜
ざき

） 

23 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（澤
さわ

田
だ

） 

24 日
にち

 ( 木
もく

 ) 

ピアカン I
アイ

L
エル

P
ピー

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

I
アイ

L
エル

P
ピー

（淺
あさ

川
かわ

、大
おお

渕
ぶち

）／サポートマネージ

ャー研
けん

修
しゅう

打
う

ち合
あ

わせ（山
やま

嵜
ざき

）／基
き

本
ほん

構
こう

想
そう

ガイドライン勉
べん

強
きょう

会
かい

（山
やま

嵜
ざき

） 

25 日
にち

 ( 金
きん

 ) 
コロナ P T

プロジェクト

会
かい

議
ぎ

／個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

）／支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

、澤
さわ

田
だ

） 

27 日
にち

 ( 日
にち

 ) バリアフリーリーダー養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

打
う

ち合
あ

わせ（山
やま

嵜
ざき

） 

28 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 東
とう

京
きょう

都
と

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

会
かい

議
ぎ

（竹
たけ

島
しま

） 

29 日
にち

 ( 火
か

 ) 個
こ

別
べつ

支
し

援
えん

会
かい

議
ぎ

（淺
あさ

川
かわ

） 
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皆様
みなさま

、こんにちは 

朝晩
あさばん

は寒
さむ

さが厳
きび

しい日々
ひ び

が続
つづ

きますが、皆様
みなさま

は体 調
たいちょう

を崩
くず

していませんか？ 

話
はなし

は変
かわり

わりますが、皆様
みなさま

は秋
あき

の味覚
みかく

で何
なに

か好
す

きな食
た

べ物
もの

はありますか？ 

秋
あき

サケ、焼
やき

きぐり、サツマイモでスイートポテト、梨
なし

とかいろいろありますね。 

私
わたし

はサツマイモでスイートポテトとかが好
す

きです。私
わたし

は食
た

べ過
す

ぎて太
ふと

らないように秋
あき

を楽
たの

しみます＾＾ 

皆様
みなさま

のおすすめの秋
あき

の味覚
みかく

があれば教
おし

えてください(#^^#) 

通
つう

信
しん

編
へん

集
しゅう

委
い

員
いん

：阿
あ

保
ぼ

弘
こう

平
へい

 

 

■自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

 地図
ち ず

 

  

編
へ ん

 集
し ゅ う

 後
こ う

 記
き
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◇ 宿 泊
しゅくはく

体験
たいけん

 

民間
みんかん

のアパート（自立
じ り つ

生活
せいかつ

体験室
たいけんしつ

）に泊
と

まっ

て、自立
じ り つ

生活
せいかつ

を体験
たいけん

するプログラム 

 

◇自立
じ り つ

生活
せいかつ

をめざすための 住 宅
じゅうたく

サービス 

アパート等
など

の 住 居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

 

 

◇広報誌
こうほうし

の発行
はっこう

 

制度
せ い ど

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

のノウハウに関
かん

する 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

、 情 報
じょうほう

交換
こうかん

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者
しょうがいしゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

サービス 

障害者
しょうがいしゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

サービス 

相談
そうだん

 

ピア・ 

カウンセリング 自立
じりつ

生活
せいかつ

 

プログラム 

介助
かいじょ

制度
せ い ど

、手当
て あ て

、 住 宅
じゅうたく

改造
かいぞう

、生活
せいかつ

保護
ほ ご

などの制度
せ い ど

利用
り よ う

の

申請
しんせい

のサポート、生活
せいかつ

に関
かか

わるあらゆる相談
そうだん

 

・ 電話
で ん わ

相談
そうだん

：必要
ひつよう

に応
おう

じて随時
ず い じ

お受
う

けします 

・ 面接相談：月～金、１０時～１７時 

障 害 者
しょうがいしゃ

同士
ど う し

で 話
はなし

を聞
き

きあい、 

自分
じぶん

らしく生
い

きていくためのカウン

セリング（ 集 中
しゅうちゅう

講座
こ う ざ

など） 

生
せい

活 力
かつりょく

、社会性
しゃかいせい

を高
たか

めるプログラム（長期
ちょうき

プログラム、短期
た ん き

プログラ

ム、個別
こ べ つ

プログラム、単発
たんぱつ

プログラム） 

プログラムテーマ例
れい

 

… 障 害
しょうがい

って何
なん

？・介助
かいじょ

を頼
たの

もう（介助者
かいじょしゃ

との関係
かんけい

）・制度
せ い ど

学 習
がくしゅう

・フ

ィールドトリップ・お金
かね

の管理
か ん り

・調理
ちょうり

実 習
じっしゅう

   …など 
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 一般
いっぱん

の方
かた

 医療的
いりょうてき

ケアの必要
ひつよう

な方
かた

 

平日
へいじつ

日勤
にっきん

（7時
じ

～23時
じ

） ￥１，６５０ ￥１，８８０ 

土日
ど に ち

日勤
にっきん

（7時
じ

～23時
じ

） ￥１，７００ ￥１，９４０ 

夜
や

  勤
きん

（23時
じ

～7時
じ

） ￥１，７００ ￥１，９４０ 

各
かく

サービスを利用
り よ う

される方
かた

には、 協 力
きょうりょく

会費
か い ひ

を 頂
いただ

いております。 

入 会
にゅうかい

ご希望
ご き ぼ う

の方
かた

は、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

会費
か い ひ

：年額
ねんがく

4,200円
えん

(年度
ね ん ど

途中
とちゅう

から 入 会
にゅうかい

の場合
ば あ い

月額
げつがく

350円
えん

) 

近隣
きんりん

の 8市区
し く

にまたがって身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障 害 者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にサービスを 提 供
ていきょう

しています。 

（初
はじ

めてサービスを利用
り よ う

する場合
ば あ い

は、利用
り よ う

規約
き や く

等
とう

について事前
じ ぜ ん

に説明
せつめい

する場
ば

を設
もう

けさせていただきます。）  

ＩＬＰ
アイエルピー

、ピア・カウンセリング利用
り よ う

    ご相
そう

談
だん

ください。 

総合
そうごう

支援法
しえんほう

によるヘルパー利用
り よ う

      ご相
そう

談
だん

ください。 

２４時間
じ か ん

・３６５日
に ち

介助
か い じ ょ

派遣
は け ん

サービス 

《 編 集
へんしゅう

》  自立
じりつ

生活
せいかつ

センター･小平
こだいら

 

〒187-0003 東京都
とうきょうと

小平市
こだいらし

花
はな

小金井南町
こがねいみなみちょう

1-18-45-10-1Ｆ 

TEL/042-467-7235 FAX/042-467-7335 

E-MAIL:cilkodaira3＠hotmail.com 

 

《発行所
はっこうじょ

》 障 害 者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

定期
ていき

刊行物
かんこうぶつ

協 会
きょうかい

 

世田谷区
せ た が や く

祖師谷
そ し が や

3-1-17 ヴェルドゥーラ祖師谷
そ し が や

102号室
ごうしつ

 

（定価
ていか

 100円
えん

） 


